淡路キャンプ　　　8月5日～8月17日
　　　　経済学部2回生　秋田悠莉　　　8月23日
　今回私たちは被災者の方々が淡路島へ合宿に来られるということを聞き、いくつかの班に分かれてお手伝いをさせていただきました。今回の合宿はKFCさんと一緒にサポートをするかたちで、Bridgeメンバーは主に子どもたちと触れ合いました。
　私はb班だったので、8日にa班と交代で淡路島に行きました。最初に自己紹介をすませ、図書室で子どもたちや保護者の方々とフリータイムを過ごしました。初めのほうは子どもたちは少し緊張していて、話しかけても恥ずかしそうにそっぽを向くこともありました。けれど、だんだんと慣れてきたのか一緒に勉強をしたり、室内ではしゃいだりと打ち解けてくれました。急きょ行ったプール遊びも、最初は2～3人で楽しんでいたものが、気づけば全員参加で水着を着ていない子もびしょびしょになっていました。保護者の方も呆れながらも「楽しそうでよかった」とおっしゃっていたので、水遊びをしてよかったなと思います。そのあとは新長田図書館の小田原さんによる読み聞かせが行われ、子どもたちは熱心に聞いていました。たくさん遊びたくさん学んだので、夜はぐっすり眠れたようでした。私たちは夕食の片づけのあと、役割分担をしてゴミ出しや戸締り等を行いました。初日でどう動けばいいのか分からず大変なことも多かったけれど、なんとかやりきれたかなと思います。

　2日目は休息の時間も必要だろうということで、午前中はフリータイムでした。オセロやトランプをしたり、宿題を見たりとゆっくりとした時間を過ごしました。午後からは社協さんのマイクロバスで淡路島公園へ向かいました。その前に魚のつかみ取りが体験できる場所へ連れて行っていただきました。魚を一生懸命追って捕まえている子や、魚が怖くて触ることができず逃げていた子など様々でした。そこにはタコやエイ、ヒトデなどもいて、みんな楽しそうにはしゃいでいました。そのあとは淡路島公園へ行きました。大きな滑り台に夢中な子、船を模した遊具で追いかけっこをしている子、キャッチボールや野球をしている子など各々が楽しめたようです。たくさん汗をかいたあとは浴場に行き、さっぱりしました。高校生と入浴時間がかぶったので、みんなでワイワイと入浴しました。夕食は用意していただいていたので、配膳をお手伝いしました。私はその日に帰らなければならず、夕食のときにみなさんへ挨拶をしました。二日間という短い時間だったけれど、最後の挨拶はとても寂しかったです。
　今回の淡路キャンプに参加してよかったと思います。最初は人見知りな自分に短期間でのサポートが務まるのかと不安でした。けれどキャンプを終えてみると、子どもたちととても仲良くなれたと思います。「一緒に食べよう」「隣に座って」「先生遊ぼう」。何気ないことばがとてもうれしかったです。私の勝手なイメージとしては、最近の子どもたちはゲームばかりをするのだと思っていました。現にいろいろなゲームを持ってきていました。けれどみんな、ゲームをやめて「フリスビーしたい」「川に行きたい」と外で遊びたいという子が大多数でした。保護者の方が「あまり外で遊ばなかったもんね」とつぶやいているのを耳にして、子どもたちのパワーに負けないぐらいいっぱい遊ぼうと思いました。楽しかった、来てよかったと思ってもらえたら嬉しいです。サポートすることは大変だけれど、とてもいい経験になりました。
